
オ

ー

ベ

ル

ニ

ユ

の

族

(
JI
)

本

間

不

二

男

小

序

-t
九
≡

l.
年
九
月
十
六
日
か
ら
二
十
四
日
に
亘
力
巴

里
に
嵩
園
地
班
撃
協
骨
第
三
回
絶
食
が
開
か
れ
た
時
'

筆
者
は
偶
々
今

歓
洲
に
在

っ
た
の
で
'
常
時
在
欧
洲
中

の
老
山
中
舘
博
士
や
特
に
米
沸
さ
れ
た
辻
村
助
教
授
､

小
坦
円
教
授
や
伯
林
か
ら
琴

b
れ
た
多
田
助
教
授
'
諏

訪
氏
等
と
典
に
之
に
出
席
す
る
の
磯
骨
を
得
た
の
で
あ

っ

た

.
九
月
十
六
日
は
ソ
ル

ポ
ン
ヌ
の
大
講
堂
で
十
五
時
か

ら
悶
骨
式
が
額
げ
ら
れ
た
ば
か
ヵ
で
丁
み
､
十
七
日
か

ら
二
十
三
口
迄
木
骨
議
が
五
箇

の
分
科
骨
(
S
e
cti
onI
.

T
op
o
g

Ta
p

h
ie
et
C
a
rt
ogra
p
h
ie
.･
S
e
ction
Zi､
G6
9

g

ra
p
h

ie
p
h
y
siqu
e

;
S
e
ctio
n
liI,
B
io
g
6
o
g
rap
h

ie
;

S

e
ct
i
o
n
IV
.

G
6
0

g
ra
p

h
ie
h
u
m

a
i
n
e
…
S
e
ction
V

.

オ
ー
ベ
ル

EF
ユ
の
族

G
6
o
g
ra
p
h
i
e=histo
riq
u
e
)
に
分
れ
て
同
時
に
開
催

rJ

れ
ね
の
で
各
部
の
分
科
骨
に
出
席
す
る
乙
と
は
仝
-

不

可
能
で
あ
.っ
た
｡
此
の
骨
講
の
詳
報
は
木
骨
講
に
件
は

派
遣

ruれ
ね
他
の
地
排
撃
者
に
よ
っ
て
な
ru
れ
る
で
あ

ら
う
｡
此
の
紙
骨
に
於

い
て
骨
講
に
Ljai敵
す
る
賓
要
3

お
も
っ
た
も
の
は
賓
に
絶
食
の
前
後
に
行
は
れ
た
傭
囲

各
地
の
見
撃
旅
行
で
あ
っ
た
｡
骨
講
前
及
び
骨
試
後
は

各

々
四
館
の
見
撃
旅
行
樹
が
組
織
せ
ら
れ
厳
格
に
撃
究

的
態
度
を
持
し
て
布
は
れ
死
蔵
で
あ
る
｡
少
-
と
も
筆

者
の
偶

々
行
を
件
に
し
た
中
央

フ
ラ
ン
ス
の
見

撃
国
に

於

い
て
は
rJう
で
あ
っ
た
｡
午
前
六
時
過
ぎ
に

は
起
床

し
七
時
に
は
朝
飯
を
了

へ
夜
は
夜
で
夕
食

を
了

へ
る
の

が
九
時
中
頃
で
あ
る
事
が
多
か
っ
た
｡
従
っ
て
個
人
の

自
由
は
殆
ど
全
-
阻
せ
れ
た
が
､
撃
術
的
に
は
効
果
の

多

い
兼
行
が
覆
さ
れ
た
評
で
あ
る
｡

):九七

九
七



l≠旦=

地

球

妨

十
八
懲

中

火

フ

ラ

ン

ス

の
火

山

オ

ー
ヘ
ル
二
ユ

中
火

フ
ラ
ン
ス
の
オ
ー
ベ

ル

(]'A
u
v
e
rg
n
e
)
地
方
は
考
+;
塔
又
は
人

文
地

理

:Jt,1 -･ I.i:.Lil

I- Jvノエ ー )t'の-I;城

(サーベルニ-に飲あるtI.'城 の-)

妨
倒
耽

1
4
(

'j
八

聾
に
於

い
て
は
オ
ー
レ
ラ
シ
ア
ン
時
代
の
人
和
文
化
か

ら
今
日
迄
糖
比
か
郁

い
文
化
の
上
に
新
し

い
文
化
の
祉

設
さ
れ
た
･P
:
疎
む
残
し
'
欺
洲
文
化
轍
邪
の

`
小
心
と

し
て
舷
も
屯
さ

を
Lt
L
､
臼
然
地

州毎に
於

い
て
は
桝

平
城
地
形
'
火

山

地
形
､
新
鮮
地
形

戊
は水
仙
地
形
に
於

い
て
祈

る
注
意
に
値
す
る
地
域
で
あ
る
｡
虹
に
地
Ln
学

的
に
見
れ
ば
即
に
炎
の
濁
1'<
し
て

▲
火
川
恒
域
を
.方
/す

構
i::I)
地

照
準
約
位
舵
や
祈
三
和
の
後
半
ユ
-
雛
阿

礼
に

‥=一る
火
山
捕
動
が
花
伯
山打
､
片
麻
岩
よ
-
な
る
堆
中
原

両
1
1に
整
然
追
跡
山
氷
る
握
の
純
化
Lm
祭
的
典
味
の
み

な
ら
ず
'
正
代
地
照
輝
勃
興
の
時
代
に
掬
泡
の
ヱ
ル
ネ

ル
学
派
に
対
し
英
明
の
火
-;
母
派
が
蛾
烈
な
る
論
仰

h
lI

試
み
LJ
虞
の
ic
戦
場
と
し
て
杵
嬰
史
上
甚
だ
興
味
あ
る

地
域
で
あ
る
｡

訳
に

一
入
に
八
郎
川
版
の
ス
ク

p
-

ブ
耕

｢
中
火

フ

ラ
ン
ス
死
火
川
地
ガ
の
仙
LE
+,(
B
y
G
.
P
o
u
tett
S
cro
･

p
e
.

t

h
e
g
e
o
to
gy

o

f
e
x
tin
c
t

vo
tcan
o
s

o

f
C
en
t･

r
a
t

F

ra
nce
)
叫
版

の
作
文
を

抄
謂

し

て
兄
や

う
｡

二
'

ス

ク
ロ
ー
ブ
氏
【
中
央
フ
ラ
ン
ス
の
火
山
｣
の
抄

詳

二

八
一七
年
'

一
八
年
､

▲
九
年
の
冬
伊



太
利
に
淵
荘
し
た
際
ー

私
は
ゲ
ェ
ス
グ
ィ
ア
ス
､

エ
ト

ナ
及
び
-
メ
-
諸
島
の
火
山
現
象
を
非
常
を
興
味
を
以

て
観
察
し
､
叉
ね
サ
ン
タ

･
フ
イ
オ
ラ
か
ら
ナ
ポ
-
轡

に
亘
る
ア
ベ
ニ
ン
山
脈
閣
郵
地
方
の
構
造
に
注
意
を
排

つ
た
｡
此
の
後
者

は
有
史
以
来
火
山
活
動
を
行
っ
て
は

屠
ら
附
が
明
瞭
は
そ
の
活
動
を
了

へ
た
火
山
地
域
た
る

事
を

ホ
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
.

其
の
後

私
は

共
闘
に
蹄
-1
轡
ら
-

ケ
ン
ブ

リ
ッ
デ
に

滞

在
し
た
の
で
伊
大
利
の
火
山
を
よ
-
知
っ

て
ゐ
る
故

ク

ラ
ー

ク

(
E
.
D
,
C
larli12
)
教
授
や
常
時
優
れ
た
る
地

質
聾
者

と
し
漸

や
-
恥
骨
に
出
た
セ
ド
ウ
ィ
ク
(S
e
d
g
･

wi
C打
)

数
接
と
屡

々
交
遊
す
る
の
機
骨
を
得
た
の
で

あ

っ

た.
然
し
常
時
は
ヱ
ル
ネ
ル
の
教
義
が
全
席
を
極

め
た
時
代
で

あ
っ
た
の
で
'
被

の
教
義
に
異
論
を
抑
む

も
の
は
罫
に
邪
散
と
見
放
rb
れ
で
仕
舞
ふ
の

み
で
あ
っ

た
｡
然
も
伊
大
利
に
於

い
て
得
た
火
盛

石
の
知
識
か
ら

判
断
す
れ
ば
､
フ
レ
ッ
ヅ
･
･L
ラ
ッ
プ

(F
toet
z
Trap･

r
ock
s)
(常
時
玄
武
岩
､
響
岩
及
び
粗
面
岩

を
斯
-
呼
ん

で

ゐ
わ
)
の
火
成
岩
た
る
罫
を
拒
み
'
之
れ
を
太
市

の

海
洋
中
に
あ
っ
食
物
肇
の
沈
澱
し
て
珪
じ
允
も
の
で
あ

オ

ー
ベ
ル
こ
ユ
の
旅

る
と
公
言
し
た
此
の
撃
派
の
猫
断
的
瓦
砲
は
明
白
に
誤

謬
で
あ
る
と
息
は
れ
ね
｡

而
し
て
ヱ
ル
ネ
ル
撃
派
が
競
っ
て
地
球
の
表
面
を
造

る
岩
石
の
成
産
に
火

山
カ
の
影
響
む
軽
親
し
p
或
は
寧

ろ
之
を
無
税
せ
ん
と
す
る
事
は
鷹
薯
な
る
地
質
撃
の
進

歩
の
決
定
的
な
る
障
害
を
な
す
79
の
で
あ
ヵ
､
之
を
先

づ
除
去
し
夜
け
れ
ば
琴

b
犯
と
す
.る
私
の
意
見
に
我
が

二
撃
友
は
賛
成
し
お
の
で
あ
っ
た
｡

其
の
後
間
も
な
-
私
は
蕨
昔
を
自
由
に
撰
び
居
る
機

骨
を
得
た
の
で
'
オ
ー
ベ
ル
ニ
ユ
及
び
其
の
附
進
の
地

方
で
此
の
鮎
に
就

い
t
l確
苛
を
接
み
得
る
か
も
知
れ
な

い
と
言
ふ
像
憩
の
下
に
注
意
深
-
其
の
地
方
渠
研
究
す

る
決
心
む
し
た
.
-

････｡

依
っ
三

八
1
二

空

ハ
月
の
始
め
私
は
ク
レ
ル

モ
ン

(c
teT
m
Ont)
に
居
所
を
定
め
､
都
合
-こ
よ
-TL
モ
ン
ド

-

〟
(
M
on
t
D
o
re
)
ル
｡
プ
エ
イ

(
L
e

P
uy)
や
オ

ー
プ
ナ
ス

(A
u
b
e
n
a
s
)

に
移
動
し
っ
っ

其

の
四
進
の

地
贋
社
数
ヶ
月
に
亘
み

轍
縛
的
ほ
調
査
し
､
然
る
筏
私

は
蒋
鹿
伊
太
利
を
訪
問
し
七
億
伴
に
し
て
今
世
紀
の
中

元

九

Tg
九



第 二 蘭

プ 4 イ ･ド･ド ー A

に
起

っ
た
最
も

重

要

な

る
デ
ィ
ス
デ
ィ
ア

ス
の
噴

火

(
1
八
二
二
年
十
月
の
墳
火
)
A
J
tEB
輩
し
た
の
で
あ

っ
た

1
八
二
三
年
英
ZE
Iこ
時

る
や
'
我

は

｢
火
山
現
象
｣

(
P
h
e
n
o
m
e
n
&
o
f
V
o
tc
aA
O8
)
の

1
食
と
世
に
会

つ

舟
&
艦
疎
馨
曇
串

監

事

琴
盈

す

る
J
r
静
が
せ
せ
や

-奮

雛

れ
る
席
ま
で
畿
ん
ぜ

層
妻

か
つ
ね
b
･'仁

,･;.:･E･.裏

か
▲

儀
か
_こ
我

は
先
づ
鴫
¢
稔
に
載
A
J響

い
た
義
蒙
A
J義
ヰ

如
緩

詔

相
即
が
㌍

絹

指

㍍

附
締

舶

ち
-
べ
き
尊
貴

の
鞍
義
と
先
さ
に
す
べ
き
で
あ

っ
た
○

尊
貴

舵
の
前
轍
な
る
菅

は
其
の
喬

も
衣
-
杓
離

さ
れ
た

｢
中
央

タ
ラ

y
,q
の
穐
責
｣

(
書

1
d

.

C
e
zl邑

F
zh

C?
)

.A
J評
論
し
た
人

(
官

を

鼻

R
e
y
ie
w
,
X
v
,
1
3
g
)
に
ょ
つ
て
非
膏
に
畿
養
女
欝
鴨

で
糖
鵡
さ
れ
た
｡
舵
の
我
挿

こ
そ
我
が
離
れ
た
TO
貴
人

サ
ー
･
チ
ャ
-

〝
<
･
タ
イ

さ
γ
(B
ir
C
音

量

の
貴
初

の
飴
文
.Y
ぁ

っ
ね
と
私
は
侶
じ
て
み
.6
.
I
･'････

‥
‥
..0

我
の
目
的
は
港
以
暮こ
遵
せ
ら
れ
た
｡

ト
ラ
ッ
プ
と
水

成
沈
澱
物
な
-
と
す

る

エ
ル
ネ

ル
孝
派
の
稔
は
其
の
樽

以
凍
最
早
考

へ
ら
机
を
1
1な

っ
た
｡
其
れ
で
本
聾
の
葡

版
を
出
版
し
た
事
に
ま
あ
意
義
が
あ

っ
た
と

い
ふ
蝉
平

'･FI‥

あ
る
0
-
-
-
･‥
○

●



?
八
二
六
年
は
出
版
さ
れ
た
本
尊
の
初
版
は
然
し
寓

iI
絶
版
に
な
っ
た
が
､
私
は
彼
の
音
は
背

い
た
事
が
正

確
で
あ
る
と
白
か
ら
信
ず
る
た
め
も
う

一
皮
此
の
地
方

を
訪
聞
す
る
迄
神
髄
を
出
す
乙
と
h
t欲
し
な
か
っ
た
｡

然
も
此
の
希
望
の
充
た
r
uれ
な
の
は
賓
に
漸
や
-
昨
夏

(
一
八
五
七
年
)
の
rJ
と
で
あ
っ
た
｡

此
の
時
サ
ー
･
チ
ヤ
ー
ル
ス
･
ラ
イ
エ
γ
や
サ
ー
･
ロ

デ

-
ッ
ク

｡
マ
ー
チ
リ
ン

(S
ir
R
o
d
eri
ck
rkru
T
C
hi-

so
n)及
び
他
の
多
数
の
<

々
が
我
に
従
っ
て
オ
ー

ベ
ル

こ
ユ
ほ
行
っ
た
.
基
底
で
私
は
自
分
の
先
き
の
見
解

や

訳
薪
を
十
分
信
じ
て
7P
よ
い
と
瓜
っ
た
｡
又
た
フ
ラ
ン

ス
の
地
質
聾
者
も
其
の
後
白
岡
の
E比
の
興
味
あ
る
地
方

を
以
前
よ
-
は
造
か
に
注
意
す
る
戒
に
な
っ
た
.
･･-
‥

-
-

･OL
オ
ー

ベ

ル

こ
ユ
は
以
上
の
如
-
近
世
地
質
撃
の
勃
興

期
に
普
-
､

鴻
池
水
成
豊
浜
の
栄
を
砕
き
､
地
質
撃
の

竪
薯
な
る
教
連
に
封
し
て

1i
大
礎
石
を
あ
い
た
記
憶
す

べ
き
火
山
地
域
で
あ
る

｡

三
､
中
央
フ
ラ
ン
ス
火
山
地
方
の
区
分

此
の
地
方

の
地
質
は
入
嵩
分
の

一
地
質
群
図

一
六
五
､

二
ハ
六
'

オ
ー
ベ
ル

fE
ユ
の
旅

一

六
七
､

一
七
四
､

一
七
五
､

.[
七
六
ー

一
八
四
ー

一

.

-
1
]ノ

ー
.∫
.‖‖_

I

八
五
､

一
八
六
等
の
同
幅
に
よ
-
よ
を
よ
-
知
る
事
が

出
凍
る
が
､
二
十
世
紀
未
年
の
出
版
ほ
か
J
-
絶
版
し

て
手
に
入
れ
難

い
も
の
が
多

い
｡
此
の
内
第

一
六
六
p

ク
レ
ル
モ
ン
同
幅
は
頗
る
詳
細
を
極
め
p
第
三
紀
元
来

の
地
塊

運
動
と
其
の
前
後
の
火
山
活
動
を

ポ
し
､
我
々

に
と

っ
て
頗
る
有
益
な
も
の
で
あ
る
が
不
車
は
し
て
未

だ
之
を
手
に
入
れ
る
串
が
国
衆
な

い
｡
飲
…し
偶
々
巴
旦

植
物
園
は
あ
る
自
然
科
挙
博
物
館
鋸
物
撃

研
究
所
に
ラ

ク

ワ
ア
数
授
車
討
以
許
F{LJ
称
で
其
の
概
略
を
複
罵
し
得

た
の
で
.
霜
は
挿
図
と
し
て
掲
げ
る
事
が
田
氷
る
｡

其
の
火
山
撃
及
び
岩
石
撃
的
研
究
は
同
教
授
に
よ
ら

今
日
迄
永
年
に
亘
っ
て
頂
け
ら
れ
近
-
撒
表
せ
ら
る
る

の
状
態
に
あ
る
の
で
､
或
は
他
日
改
め
て
其
の
結
某
を

本
誌
に
紹
介
す
る
都
が
出
凍
る
で
あ
ら
う
｡

地
貿
聞
及
び
地
形
図
を
通
し
て
知
る
中
英
フ
ラ
ン
ス

の
火
山
地
域
は
北
西
な
る
プ
エ
イ
･
ド
｡ド
ー

ム

(P
up

d
e
D
om
e
)
及
び
･#
ン
｡
ド
ー
ル
(A
(Ion
t
D
o
pe
)
よ
カ

成
る
新
薦
火
山
の
韮
艶
す
る
小
地
置
､
南
西
な
る
カ
ン

タ
ー
ル

(
Ca
n
tal)
の
基
地
性
及
び
ア
ス
ピ
ー
ト
型
玄

E.I.〔
∴

J
(

..



地

球

餅
十
八
各

節
四
壁

第

三

閲

プ

ユ
イ

･
ド

･
ド

ー

ム
火

両

地

方

地

異

略

閣

A
､
火
山
=.材
榊

玉
'
新
鮮
紹
紀
文
耗
船
勅

C
､
餅
筋
鞘
紀
和
何
州祈
新

玉
､
鈴
三
勉
(
鮮
封
紙
'
中
新
世
)粗
師
弟
､
安
山
射
戦

ぎ
､
中
新
世
玄
成
･:那

以
蛾

N
､
北
村
節
約
物

0
､
が
新
暦

P
t
吋
新
府
及
び
抑
新
府

ゼl'
lJ:. D
Ji=fL ､
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武
岩
地
閲
及
び
商
魂
な
る
ル
･
プ
エ
イ

(
L
e

P
a
y
)

附

乾
の
基
地
性
玄
武
岩
地
位
の
三
地
同

よ
-
成

-

ー

夫
々

南
北
約
五

十
粁
､
東

西
約
的
十
肝
､
南
北
約
五

十

肝
､

兼

酉

約
六
十

粁

｡

及

び

北

西

南

東

約
五

十

軒

､

北
兼

商

酉
約
四
十
粁
と
之
に
附
属
す
る
二
'
三
の
小
地
位
と
は

分
た
れ
る
｡

此
の
内
'
此
の
度
旅
行
h
t試
み
た
の
は
其
の
北
西
地

区
と
南
西
地
匿
の
北
東
部
と
で
あ
る
か
ら
､
小出
は
記
述

す
る
所
も
従
っ
て
其
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
｡

四
､
地
質
琴
的
特
徴

此
の
地
方
の
地
質
撃
的
特
徴

は
(
一
)古
珪
代
以
前
の
花
闘
岩
､
花
岡
片
麻
岩
､
結
晶

i=:岩
.
千
枚
岩
及
び
数
ケ
箇
所
に
於
い
て
小
地
隈
に
分

布
す
る
有
壁
暦
等
よ
り
成
る
基
盤
と
此
の
上
に
沈
澱
し

カ
沼
湖
､
流
水
'
源
潜
の
上
部
漸
新
世
層
と
が
主
と
し

て
断
層
恕
以
っ
て
接
し
､
上
部
漸
新
世
地
匿
は
今
日
も

地
形
的
に,低
地
む
な
す
節
'
(
二
)中
新
世
に
入
る
と
共

にこ
有
期
地
盤
匿
成
上
に
火
山
活
動
が
起
き
､
中
新
世
の

水
成
岩
と
火
山
噴
出
物
と
は
互
暦
し
て
有
期
基
盤
の
上

に
見
出
さ
れ
る
郡
､
(
三
)古
い
火
山
噴
出
物
の
あ
る
も

の
は
有
期
基
盤
と
漸
新
世
暦
と
の
境
卦
を
な
す
断
簡
或

オ

ー
ベ

ル

ニ
ユ
の
旅

は
之
に
親
係
あ
る
断
層
に
ょ
っ
て
断
た
れ
る
･S
､
新

い

火
山
噴
出
物
は
之
を
磁
ふ
事
､
(
四
)鮮
新
世
の
沖
積
土

砂
磯
は
古
い
火
山
喧
出
物
や
断
層
を
搬
ふ
て
各
塵
に
分

布
す
る
79
､
今
日
の
河
谷
沿
岸
は
分
布
せ

ず主
と
し
.y

山
頂
､
山
腹
の
平
坦
面
上
に
見
出
さ
れ
る
都
､
(
五
)上

部
鮮
新
世
沖
積
物
(?
)
(
地
質

間

の
凡
例
簡
明
に
よ
る
)

の

1
部
は
明
ら
か
は
氷
河
作
用
に
よ
る
も
の
は
し

て､

之
よ
り
筏
に
史
に
氷
河
の
堆
積
物
あ
ら
'
後
者
は

今
日

の
河
谷
に
沼
ふ
て
分
布
し
､
そ
の
地
形
的
特
徴
を
も
今

日
保
持
し
て
ゐ

る事
'
(
六
)鮮
新
世
暦
と
瓦
暦
し
且
つ

今
日
の
河
谷
と
無
鍋
係
は
流
動
せ
る
火
山
喧
出
物
が
あ

る
輩
､
(七
)上
述
の
敢
後
の
氷
期
及
び
其
の
前
彼
の
水

蝕
に
よ
っ
て
産
じ
且
つ
今
=
其
の
形
態
を
保
持
す
る
所

の
渓
谷
に
流
れ
込
ん
だ
新
し
い
熔
岩

(主
と
し
て
玄
武

岩
)が
あ
っ
て
p多
-
の
堰
止
湖
を
造
っ
て
ゐ
る
事
及
び

(
A
)
此
の
地
方

一
帯
に
古
期
地
地
は
素
よ
ら
他
の
地
層

よ
う
成
る
山
地
も
'
其
の
頂
上
は
極
め
て
中
川
正

し
て

過
去
に
於
け
る
唯
平
原
の
春
衣
を
明
ら

かに
物
語
少
.

之
が
屡
々
備
置
を
る
州
税
を
境
界
と
し
て
和
著
し

い
高

度
差
を
遣
わ
'
断
層
崖
及
び
断
層
線
昂
の
春
在
堅
ボ
し

11W
l.Ll

六
三



地

球

第
十
入
港

て
ゐ
る
事
等
で
あ
る
｡

以
上
の
特
徴
は
よ
っ
て
本
地
方
の
第
三
紀
以
後
は
放

け
る
地
質
的
展
開
の
歴
史
を
回
顧
す
れ
ば
上
部
漸
新
世

埴
箱
の
寓
前
迄
本
地
方
は
永
-
陸
地
と
し
て
春
麗
し
唯

平
原
化
が
行
は
れ
ね
と
推
察
さ
れ
る
｡
然
る
後
地
盤
の

擁
曲
或
は
地
殻
運
動
が
あ
っ
て
低
地
は
上
部
漸
新
世
の

淡
水
性
水
成
岩
の
堆
積
を
見
る
ほ
至
つ
ね
｡
其
の
後
地

魂
運
動
が
起
っ
て
降
起
せ
る
基
盤
の
漸
新
世
厨
は
概
し

て
洗
以
流
ruれ
た
が
､
後
輩
に
は
陸
地
の
沈
降
と
北
ハほ

中
新
世
の
地
層
が
基
盤
の

一
部
を
宙
按
は
被
覆
す
る
に

至
っ
た
O
此
の
中
新
世
は
第

一
回
の
火
山
活
動
が
猛
烈

節
凹
批

三呂

六四

は
起
ち
主
と
し
て
玄
武
岩
よ
ら
,成
る
高
毒
性
熔
岩
を
流

粗
し
カ
｡

是
等
の
中
新
世
は
放
け
る
地
質
的
輩
鼻
の
後
'
証
は

地
塊
運
動
が
先
さ
の
断
静
菌
或
は
之
は
靭
係
あ
る
地
帯

は
滑
ふ
て
題
-

､
他
は
勤
し
で
降
起
せ
る
地
魂
よ
カ
は

盛
ん
は
土
砂
磯
が
流
出
し
断
層
崖
下
或
は
他
の
低
地
は

鮮
新
世
の
沖
積
層
を
堆
積
し
た
｡
叉
LJ
同
時
は
此
の
暦

は
産
衣
岩
を
含
み
或
は
熔
岩
を
挟
ん
で
明
瞭
に
督
時
の

火
LZ
活
動
を
物
語
っ
て
ゐ
る
｡

其
の
後
敢
筏
の
地
魂
運
動
が
起
カ
､
鮮
新
世
暦
中
に

も
断
簡
む
生
じ
.
隆
起
地
塊
に
は
今
日
見
る
塵
の
溌

5'

第

四

固

プ

エ
イ

火

山

脈

火

丘

分

布

閲



浅
春
が
穿
た
れ
て
ー
其
の
摸
谷
の
中
に
は
其
の
直
後
は

起

っ
た
火
山
清
動
の
際
は
噴
出
し
た
熔
岩
が
流
れ
入
-

遊
以
ほ
現
今
の
如
き
自
然
兼
観

を
構
成
す
る
ほ
至
つ
LJ

の
で
あ
る
0

以
上
通
観
し
て
地
殻
舜
動
の
敢
大
特
徴
を
思
索
す
れ

ば
地
塊
運
動
,.k
生
じ
た
断
層
地
帯
が
第
三
紀
以
後
概
し

て
一
定
し
､
又
た
火
山
活
動
の
主
軸
は
其
の
束
要
な
る

地形
及
び
地
質
上
の
界
線
と

-!
致
せ
ず
し
て
隆
起
せ
る

古
期
地
盤
の
中
に
主
婁
な
る
地
質
構
造
線
と
精
平
行
せ

る
靭
係
に
於

い
て
春
准
す
る
事
で
あ
る
｡
此
の
横
の

一

事
は
フ
ォ
ン
･
ブ
ッ
フ
の
唱

へ
LJ
る
隆
起
火

口
説
に
反

対
し
た
ス
ク

ロ
ー
ブ
が
既
に
宵
飴
年
以
前
に
注
目
し
､

成
暦
火
山
の
構

造
に
封
す
る
隆
起
火
目
視
の
否
を
唱

へ

る
と
共
に
地
下
火
山
力
の
其
れ
よ
-
上
方
の
地
殻
は
働

い
て
'
之
を
虹
起
せ
し
ひ
る
rJ
と
も
あ
ら
程
べ
し
と
言

っ
た
時
の
賓
例
に
峯
げ
で
ゐ
る
｡

今
暇

･Q
に
飛
騨
山
地
東
側
な
る
中
部
信
濃
の
低
地
に

火
山
活
動
の
行
は
れ
た
る
革
質
を
無
視
し
､
飛
騨
山
脈

中
は
火
山
脈
の
南
北
走
す
る
郵
賓
と
第
三
紀
後
半
に
於

い
て
よ
-
活
動
せ
る
所
の
郵
賓
と
は
の
み
着
眼
す
れ
ば

す

㌧

ベ
ル
l三

の
族

モ
ン
･
ド
ー
ル
以
北
プ
エ
イ
｡
ド
･
ド
ー
ム
の
火
山
脈
と

其
の
東
在

る
大
断
簡
と
の
胸
係
は
我
岡
は
於
け
る
飛
騨

山
脈
四
近
の
構
造
地
質
的
特
徴
は
精
々
似
た
る
も
の
あ

-
と
言
以
得
る
｡

五
､
噴
出
岩

の
種
類
と
其
の
噴
出
順
序

攻
は
定
に

進

ん
で
北
西
部
火
山
地
域
に
噴
出
し
た
岩
石
と
其
の
噴

出

の
順
序
を
見
る
に
地
質
図
は
記
載
さ
れ
た
魔
の
も
の

は
次
の
通
-
で
あ
る
｡

.84

B
a
s
al

tes
p
le
i
s
t

o
cane
s

)P

L
a
b
r
a

doT
it
e
s
b

a
s

a
lt
e
s

j･4

L
a
b
r
a
d
o
r
it
e
s

p
le
is
t
o
乱

ne
s

a4

A
n
d
e
s
it
e
s

p
te
is
t
o

ch

e
s

1
3

L
a
b
T
a
d
o
r
it
e
s

r3
3

B
a
s
al
t
es
p
te
is
t

oc訂
es
m
oye
n
s

T
2

D
o

m
it
e

P

Z

B
a
s
a

.l上e
s

P
te
i
s

to

ch
e
s

i
n
f
か
r
i
e
u

r
s

てD ても てむト･J トー トー▲
< g

i
;a
s
a
lt
e
s

p
ti
o
c
a
n
e
s

s
u
p
e
r
i
e
u
r
s

B
a

sat
t

e
s

o
p
h
it
iq
u
e

s

N
か
p
h
6
1i
n
it
e
s

e
t

t
か

p
h
r

ites
恥

o
li
v
in
e

責
に

六
五



iI
H Pu Pw LでJhPp

.･¢
oE3FI
Tl㌔aOjLO

節
十
八
啓

P
か
p

6
r
it
e
s

P
h
o
n
e
lit
e
s

su
p
e
r
ie
u
r
s

A
n
de
sit
e
s
a
uuo
･it
iq
u

e
s
抑

h

or
n

b
len
d
e

A
n
d
e
sit
e
s
a
ugi
ti
p
u

e
s
i
h
oT
n
b
te
nd
e

e
t

h
aiiy
n
e

T
ep
h
r
ite
s

T
ra
ch
yt
es

R
h
y
o
琵
e
s

A
n

d
e
si
te
s

i

o
liv
in
e
N
e
p
h
e
ti
n
it
es

ヽ
●

Su
PerLeu
rぴ

ヽ
■

S
uP
er
te
u
r
S

e
t
lab
r
a
d
o
r
i
te
s
au
g
it
i
q
u
es

i3
0

B
a
s
al
te
s
d
e

la

c
i
n
6
r
it
e
su
p
e
r
ie
u
r
e

P
I

B
a
s
alt
es
(
p
h

orp
h

y
r
o
i
d
e
s
)

in
f6ri
e
u
r
s

i

c
in
tr
it
e

s
u
p
e

r
ieur
e

P
11
B

a
sal
te
s
m
io
c
か
n

e
s
su
p
6
ri
eu
TS

Pill
B
a
s
a
tte
s
m
i
c-c
封

e
s
m
oy
e
n
e
s
et

in
f
6
r
ieu
r
s

p
iTll
P
h

on
oli
t
e
s
e
t
tra
c
h
y
te
s
i
n
f
か
r
ie
u
r
s

p
I

R
h
y
o
]it
e
s
et,
p
e
r
lite
s
in
f
6
r
i
e
u
r
s

即
ち
以
上
の
如
-
Ⅰ
､

第
四
紀

H

､

鮮
新
世

Ⅲ

中
新
世
に
瓦
-
少
最

の
酸
性
岩
の
暁
田
j<LJ以
っ
て
始
-

節
凹
鍍

三
三

六

六

大
鹿
の
玄
武
岩
が
噴
出
さ
れ
た
朗
の
大
活
動
が
三
度
繰

-
蓮

へ
r
uれ
た
轟
JJ.
在

る
の
で
あ
る
｡
光
も
Ⅰ
t
H
､

凹
の
種
分
け
従

へ
ば
Ej
及
Ⅰ
の
敢
下
底
に
は
玄
武
岩
が

布
衣
す
る
轟
は
在
る
が
､
之
を
時
期
を
隈
別
す
る
教
大

の
地
殻
鼻
動
が
火
山
活
動
の
敢
盛
期
に
起
つ
LJ
と
解
す

れ
ば
､
Ej
及
Ⅰ
に
於

い
て
其
の
後
在
る
流
紋
岩
及
び
粗

面
岩
と
軸
面
岩
の

一
種
在
る
ド
ー

ム
岩
と
が
夫
々
其
の

敢
下
底
を
代
表
す
る
79
の
と
見
る
事
が
出
氷
る
｡

此
の
如
-
少
畳
の
醸
性
岩
の
暁
Ⅲ
を
以
っ
て
玄
武
岩

の
大
所
動
が
始
め
ら
れ
る
乙
と
は
地
球
上
藤
々
見
る
事

賓
で
あ
っ
て
大

い
に
任
意
に
値
す
る
塵
で
あ
る
｡

大
､
噴
出
岩
の
肉
眼
的
勅
察

筆
者
は
オ
ー
ベ

ル

ニ

ユ
の
兼
行
申
努
め
て
岩
石
を
採
基
し
､
又
ね
山
敬

に
先

立
っ
て
髄
物
撃
研
究
所
は
於

い
て
ラ
ク
ワ
ア
氏
が
探
基

せ
ら
れ
た
朗
の
標
本
を

一
瞥
す
る
機
食
を
程
た
の
で
其

の
肉
眼
的
概
糠
は
之
を

知
-
碍
た
が
顕
倣
現
下
の
観
察

や
野
外
に
於
け
る
産
状
む
完
全
に
日
華
し

て

は
居

ら

ぬ
｡
荷
は
其
の
分
析
も
多
数
は
既
に
カ
ー
ド
に
納
め
ら

れ
て
あ
り
た
が
素
よ
-
筆
者
は
を
の
磯
表
の
自
由
を
有

た
ぬ
｡
此
の
火
山
地
方
を
構
成
す
る
主
在
る
岩
石
は
玄
武
岩



で
あ
る
乙
と
は
既
は
蓮
べ
た
が
､
其
の
盤
は
金

境
川
岩

の
九
割
前
後
は
蓮
し
､
其
の
敢
後
は
噴
出
rJ
れ
て
カ
シ

ュ
ー
ル
湖

(
L
a
c
la
C
assiere
)(
此
の
湖
は
古

い
地
間

に
は
…叫
に
温
地
と
し
て
記
入
ruれ
て
ゐ
る
が
近
年
水
を

演

へ
て
湖
水
と
在
っ
た
｡
他
の
湖
の
中
に
は
近
年
既
に

†
潤
し
て
温
地
又
は
草
原
と
在
っ
た
も
の
も
れ
る
)
及

び
ア
イ
ダ
湖
(
L
a
c
d
r
A
y
d
a
t)
の
堰
止
湖
を
造
っ
た

大
熔
岩
流
は
次
黒
色
撤
密

の
石
基
_-1
に
据
膳
石
､
角
閃

石
及
び
少
量
の
斜
長
石
の
斑
晶
の
明
ら
か
は
訟
め
ら
れ

る
玄
武
岩
で
あ
る
｡
ラ
ブ
ラ
ド
ー

ル
石
玄
武
岩
及
び
ラ

ブ
ラ
ド
ー
ル
岩
と
栴
す
る
も
の
は
何
れ
79
玄
武
岩
中
に

肉
眼
を
以
っ
て
観
察
n
れ
る
斜
長
石
の
蚤
の
如
何
に
多

畳
で
あ
ヵ
且
つ
同
時
に
有
色
鉱
物
の
如
何
に
少
数
で
あ

る
か
に
従
っ
て
附
せ
ら
れ
LJ
名
柿
で
あ
る
｡
何
れ
79
流

動
性
が
:大
き

-浜
谷
の
中
を
遠
距
離
に
流
れ
'
或
は
毒

地
性
熔
岩

と
な
っ
て
山
頂
を
鵡
ふ
て
屠
る
｡

安
山
岩
は
之
に
反
し
火
丘
建
設
の
火
山
岩
に
し
て

3

見
本
邦
は
見
る
所
の
種
々
な
る
安
山
岩
と
類
似
し
て
居

る
が
､
時
に
五
大
在
る
吸
鞘
長
石
の
斑
晶
を
含
み
又
ね

ホ
-
イ
ン
の
如
き
ア
ル
カ
-
岩
に
特
有
な
る
躯
物
が
藍

オ

ー
ベ
ル
ニ
ユ
の
族

骨
色
は
閃
-
肉
眼
的
小
結
晶
と
在
つ
Ly
t含
有
せ
ら
る
る

串
は
於
い
て
明
か
に
ト
ラ
キ
安
山
岩
に
鷹
す
る
も
の
で

あ
る
｡
先
さ
に
挙
げ
た
噴
出
岩
の
表
は
償

い
八
甫
分
の

一
地
質
間
(然
し
之
れ
よ
-
新
し
い
地
貿
間
は
な

い
)
に

記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
､
其
の
JH
語
は
現
今
の

岩
石
学
的
輔
譜
と
し
て
十
分
な
少
と
言
ふ
轟
が
国
衆
な

T
O
し
ド
ー
ム
岩
は
ト
ラ
キ
安
山
岩
の

一
種
に
鷹
す
る
次
白

色
7万･{
る
石
基
の
中
に
長
石
､
輝
石
､
角
閃
石
､
黒
雲
母

等
の
斑
晶
が
寒
ろ
小
景
に
散
在
す
る
朗
の
岩
石
で
石
基

は
賛

狐
中
で
容
易
に
分
購
し
て
次
の
如
-
ポ
ロ
.,ポ
ロ
に

な
る
性
質
を
以
っ
て
ゐ
る
｡
筆
者
が
プ
ユ.イ
･
ド
･
ド
ー

ム
頂
貼
附
近
で
探
基
し
た
数
衛
の
標
本
は
件
に
有
銅
色

に
光
る
韻
雲
母
が
多
-
温
某
岳
や
三
瓶
山
等
に
産
す
る

淡
白
色
土
質
石
基
の
熔
岩
に
似
て
ゐ
る
0

カ
ン
タ
ー
ル

の
次
高
鮎
プ
エ
イ

･
マ
-
1

(
P

u

y

M

a
ry

)(
1i
七
八
六
年
)
で
和
た
親
御
岩
は
淡

衣
白

色
の

地

は
白

色
に
し
.tJ
鈍

い
光
榛
の
あ
る
ア
ル
カ
リ
長
石
の

斑
晶
と
養
粧
状
角
閃
石
及
び
稀
れ
ほ
黒
雲
付
の
結
晶
を

有
す
る
脆
弱
な
岩
石
で
あ
っ
て
大
槻
槽
式
的
の
親
面
岩

三〇七

六
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地

封

節
十
八
容

と
す
る
こ
と
が
出
凍
る
0
フ
ォ
ノ
ラ
イ
,l
は
野
外
は
於

い
て
そ
れ
と
敵
め
ら
れ
た
も
の
を
見
ず
､
研
究
室
に
於

い
て
衣
深
色
撤
密
の
岩
石
で
あ
る
rJ
と
計
盛

っ
た
の
み

で
あ
る
｡
又
た
チ
フ
ラ
イ
ト
は
其
の
特
に
陪
韻
色
､な
る

rJ
と
を
除

い
て
は
玄
武
岩
と
匿
別
し
碍
な

い
か
ら
野
外

で
之
を
知
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
.
流
紋
岩
p
於
奇

岩
は
特
有
の
外
見
を
な
し
て
モ
ン
ド
-
ル
か
ら

プ
エ
イ

折
田
雛

言

八

六

八

ド
･サ
ン
シ
ー

(
P

u
y

d
e

Sancy)(
.

!
八
八
六
米
)
に
登

る
時
は
之
を

認

め

る

事
が

出
来る
｡

以
上
の
如
p
J火
山
岩
よ
-
成
る
此
の
有
名
な
火
山
地

方
も
我
が
嶺
者
の
誰
も
が
容
易
は
近
づ
F
J程
る
所
と
も

胤
は
れ
を

い
.
依
っ
て
多
少
と
79
之
を

知
ら
ん
と
欲
す

る
題
者
に
益
す
る
朗
で
も
あ
る
か
と
瓜
以
敢
て
禿
筆
を

振
っ
て
少
し
ば
か
-
述
べ
て
見
た
0
次
に
此
の
地
方
の

遊
行
託
を
掲
げ
て
見
る
｡

伊

太

利

と

こ

ろ

ぐ

(
≡

.i
)

瀧

ノ

親

一

〔
ラ
ブ
ァ
エ
ル
の
フ
ロ
レ
ン
ス
市
滞
在
〕

マ
イ
ケ
ル

エ
ン
ゼ
ロ
が
雁

馬
に
去
与
､

レ
オ
ナ
ル
ド
が
ミ
ラ
ン
市

に
去
っ
た
筏
師
友
と
し
て
仰
ぐ
べ
き
は

只
ド
ミ
ニ
カ
ン

派
の
修
道
滑
に
し
て
畜
家
在
る
ブ
ラ
･
バ
ル
ト
ロ
ム
メ

オ

(F
ra
B
artolom
m
eo)
丈
け
と
在
っ
た
｡
rJ
の
両

人
は
互
に
影
響
を
う
け
た
｡
や
が
て
マ
イ
ケ
ル

エ
ソ
ゼ

p
は
彫
刻
を
依
嘱
し
た
廉
で
名
を
模
倣
に
垂
れ

て
ゐ
る

富
裕
に
し
て
教
養
の
あ
る
商
人
タ
デ
オ

･
タ
(.)h
イ
(T
a
･

d
d
eo
T
add
ei)
が
脊
年
番
家

ラ
フ
ァ
エ
ル
を
愛
し
ラ

フ

ァ
エ
γ

は
屡
其
家
に
訪
れ
客
と
在
っ
た
｡

ラ
フ
ァ
エ

ル
自
ら
も
こ
の
人
は
負
ふ
魔
甚
大
で
あ
る
と
語
っ
て
ゐ

る
｡
こ
の
人
の
為
め
は
商
家
は
二
つ
の
糖
を
描

い
た
O

そ
の

一
つ
は
マ
ド
ン
ナ
･
デ
ル

･
ブ
ラ
ト

(呂
a

d
on
n
a

d
e
t
p
lato
)
と

越
す
も
の
で

今
日
ゲ
イ
ン
で

見
る
rJ


